
（1883

）
頃
か
ら
鉄
道
を
作
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
長
崎
県

も
計
画
に
加
わ
り
、
明
治
20
年
（1887

）、
九

州
鉄
道
株
式
会
社
が
発
足
し
ま
す
。
九
州
鉄

道
は
線
路
を
順
次
作
っ
て
い
き
、
明
治
22
年

（1889

）
12
月
に
博
多
と
千
歳
川
（
筑
後
川
北

岸
に
設
け
ら
れ
た
仮
駅
）
間
が
開
通
、
博
多
駅

が
開
業
し
ま
し
た
。
翌
年
3
月
に
は
博
多
―
久

留
米
間
が
開
通
、
さ
ら
に
明
治
24
年
（1891

）

４
月
に
は
、
門
司
―
博
多
―
高
瀬
間
ま
で
線
路

は
延
び
ま
し
た
。
明
治
42
年
（1909

）
に
は

現
在
の
よ
う
に
門
司
か
ら
鹿
児
島
ま
で
線
路
が

開
通
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
を
動
力
と
す
る
電
車
も
、
明
治
時
代
の

終
わ
り
に
福
岡
に
登
場
し
ま
す
。
明
治
43
年

（1910

）
3
月
、
第
13
回
九
州
沖
縄
8
県
連
合

共
進
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
西
公
園
―
大
学

前
間
の
福
博
電
気
軌
道
が
開
通
し
ま
し
た
。
共

進
会
の
終
了
後
に
は
、
博
多
電
気
軌
道
が
工
事

に
着
手
、
翌
年
に
博
多
駅
前
―
天
神
町
―
取
引

所
前
（
須
崎
）
間
で
営
業
を
始
め
ま
す
。
大

正
・
昭
和
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
路
面
電
車
は

路
線
を
増
や
し
続
け
、
割
高
で
あ
っ
た
人
力
車

は
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
に
お
い
て
も
一
般
的
な
乗
り
も
の
で
あ

る
自
転
車
は
、
大
正
時
代
後
半
に
普
及
し
ま
し

た
。
幕
末
に
外
国
人
の
乗
り
物
と
し
て
伝
わ
っ

た
も
の
で
す
が
、
明
治
18
年
（1885

）
に
外

国
製
自
転
車
を
手
本
と
し
た
国
産
化
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
明
治
20
年
代
に
国
産
自
転
車
の
製
造

が
本
格
化
し
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
高
価
な
も

の
で
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
で
自
転

車
の
輸
入
は
減
少
、
国
産
自
転
車
が
大
量
に
製

造
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
頃
か
ら
価
格
も
低
下
し
、
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特別展示室 B

　

今
年
、
平
成
28
年
（2016

）
は
、
福
岡
市

博
物
館
の
常
設
展
示
室
の
お
す
す
め
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、
ア
ロ
ー
号
が
完
成
し
た
大
正
５
年

（1916

）
か
ら
ち
ょ
う
ど100

年
に
あ
た
り

ま
す
。
現
存
最
古
の
走
行
可
能
な
国
産
自
動
車

で
あ
る
ア
ロ
ー
号
は
、
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
矢や

野の

倖こ
う

一い
ち

（1892

～1975

）
に
よ
っ
て
製
作
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
（2009

）
に
は
、
日

本
機
械
学
会
の
「
機
械
遺
産
」
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
ア
ロ
ー
号
完
成

100

年
を
記
念
し
て
、
当
時
の
福
岡
の
様
子

を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
、
日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
西
洋
の
技
術
が
到

来
し
ま
し
た
。
自
動
車
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

明
治
時
代
に
は
、
人
力
車
、
汽
車
、
電
車
な
ど
、

新
た
な
乗
り
物
が
登
場
し
、
人
び
と
の
く
ら
し

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
大
正
時
代
に
は
国
産

自
動
車
の
製
作
が
本
格
化
し
、
福
岡
で
は
ア

ロ
ー
号
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
完
成
に
は
、
矢
野

倖
一
の
熱
意
と
、
地
元
実
業
家
の
支
援
、
福
岡

工
業
学
校
や
九
州
帝
国
大
学
な
ど
の
福
岡
の
設

備
が
不
可
欠
で
し
た
。
ア
ロ
ー
号
が
走
り
出
し

た
頃
、
市
街
地
化
が
す
す
み
、
水
道
、
電
気
な

ど
も
整
備
さ
れ
た
福
岡
市
は
、
交
通
手
段
の
多

様
化
に
対
応
し
、
郊
外
も
含
め
た
観
光
都
市
と

し
て
の
側
面
を
持
ち
つ
つ
発
展
を
と
げ
ま
す
。

　

ア
ロ
ー
号
の
実
物
を
中
心
に
、
乗
り
物
の
移

り
変
わ
り
と
、
大
正
・
昭
和
の
福
岡
市
の
発
展

を
振
り
返
り
ま
す
。

乗
り
も
の
と
く
ら
し

　

江
戸
時
代
の
陸
上
移
動
・
交
通
手
段
は
も
っ

ぱ
ら
徒
歩
で
し
た
。
身
分
の
高
い
者
や
裕
福
な

者
な
ど
、
一
部
の
人
は
、
馬
や
駕か

籠ご

を
使
用
し

ま
し
た
。
駕
籠
は
、
人
が
乗
る
部
分
を
棒
（
長な

が

柄え

）
に
吊
し
、
長
柄
の
前
後
か
ら
人
が
担
ぐ
も

の
で
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
人
を
乗
せ
て
人
の
力

で
引
く
人
力
車
が
登
場
し
ま
す
。
人
力
車
の
発

明
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、
福
岡
県
出
身
の

和い

泉ず
み

要よ
う

助す
け

ら
が
横
浜
で
外
国
人
の
使
用
す
る
馬

車
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
つ
い
た
と
い
う
説
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
力
車
は
小
回
り
の
き
く

便
利
な
移
動
手
段
と
し
て
す
ぐ
に
全
国
に
広
が

り
、
明
治
時
代
の
一
般
的
な
乗
り
物
と
し
て
定

着
し
ま
し
た
。

　

馬
車
も
明
治
時
代
の
は
じ
め
か
ら
日
本
で
使

用
さ
れ
ま
す
。
福
岡
で
も
、
中
心
部
と
市
外
と

を
結
ぶ
乗
合
馬
車
が
走
り
ま
し
た
。
福
岡
市
内

の
橋
口
町
〔
現 

中
央
区
〕
を
発
着
所
と
し
て
、

東
は
箱
崎
方
面
、
西
は
姪
浜
、
前ま

え

原ば
る

な
ど
の
糸

島
方
面
に
運
行
し
ま
し
た
。

　

機
関
車
を
走
ら
せ
る
鉄
道
は
、
日
本
で
の
開

通
は
明
治
５
年
（1872
）
の
新
橋
―
横
浜
間

が
最
初
で
し
た
。
福
岡
県
で
は
、
明
治
16
年

機械遺産” アロー号”（矢野特殊自動車 所有）



明
治
５
年
（1872

）

　

９
月　

新
橋
―
横
浜
間
に
鉄
道
開
通

明
治
21
年
（1888

）

　

９
月　

九
州
鉄
道
株
式
会
社
設
立

明
治
22
年
（1889

）

　

４
月　

市
制
施
行　

福
岡
市
成
立

　

12
月　

九
州
鉄
道 

博
多
駅
開
業

　
　
　
　

博
多
―
千
歳
川
間
開
業

明
治
23
年
（1890

）

　

９
月　

九
州
鉄
道　

博
多
―
久
留
米
間
開
通

明
治
24
年
（1891

）

　

４
月　

九
州
鉄
道　

門
司
―
博
多
―
高
瀬
間
開
通

明
治
29
年
（1896

）

　

３
月　

九
州
電
灯
株
式
会
社
設
立

明
治
37
年
（1904

）

　

１
月　

博
多
湾
鉄
道　

西
戸
崎
―
須
恵
間
開
通

　

12
月　

博
多
瓦
斯
株
式
会
社
設
立

明
治
40
年
（1907

）

　

７
月　

九
州
鉄
道
国
有
化

明
治
42
年
（1909

）

　

３
月　

博
多
駅
２
代
目
駅
舎
完
成

　

８
月　

路
面
電
車
、
福
博
電
気
軌
道
設
立

　

11
月　

九
州
鉄
道　

門
司
―
鹿
児
島
間
全
線
開
通

明
治
43
年
（1910

）

　

３
月　

福
博
電
気
軌
道
開
業（
大
学
前
ー
黒
門
橋
間
、

　
　
　
　

呉
服
町
ー
博
多
停
車
場
前
間
）

　
　
　
　

第
13
回
九
州
沖
縄
８
県
連
合
共
進
会
開
催

　
　
　
　

路
面
電
車
、
博
多
電
気
軌
道
設
立

明
治
44
年
（1911

）

　

１
月　

九
州
帝
国
大
学
工
科
大
学
開
設

自
転
車
は
一
般
的
な
乗
り
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
自
動
車
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
明
治
31

年
（1898
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
自

動
車
が
、
売
り
込
み
の
た
め
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
上
流
階
級
の
乗
り
物
と
し
て
、
あ

る
い
は
大
型
商
店
の
配
達
用
と
し
て
、
自
動
車

の
輸
入
は
増
加
し
ま
す
。
明
治
時
代
末
期
に
は

東
京
で
国
内
初
の
タ
ク
シ
ー
が
登
場
し
、
福
岡

で
も
、
大
正
2
年
（1913

）
に
市
内
初
の
タ

ク
シ
ー
会
社
が
開
業
し
ま
し
た
。
自
動
車
の
国

内
製
作
も
明
治
末
期
に
は
試
み
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
製
造
の
難
し
い
部
品
は

海
外
で
購
入
し
、
車
体
の
製
作
と
組
み
立
て
を

国
内
で
行
う
に
と
ど
ま
る
も
の
で
し
た
。

　

大
正
時
代
に
入
る
と
、
自
動
車
の
国
産
化
に

向
け
た
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
大
正
3
年

（1914

）
に
大
正
天
皇
の
即
位
を
祝
し
て
開
催

さ
れ
た
東
京
大
正
博
覧
会
に
は
、
宮
田
製
作
所

の
旭

あ
さ
ひ

号
自
動
車
、
快か

い

進し
ん

社し
ゃ

の
ダ
ッ
ト
号
な
ど
、

複
数
の
国
産
自
動
車
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
国

産
車
の
製
造
が
模
索
さ
れ
た
状
況
で
、
福
岡
で

は
ア
ロ
ー
号
の
製
作
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

乗
り
も
の
は
く
ら
し
を
便
利
に
す
る
も
の
と

し
て
人
び
と
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時

に
、
技
術
の
進
歩
や
そ
の
最
先
端
を
示
す
「
格

好
い
い
も
の
」
と
し
て
受
容
さ
れ
ま
す
。
自
動

車
が
珍
し
か
っ
た
大
正
時
代
の
福
岡
で
は
、
写

真
館
に
自
動
車
の
セ
ッ
ト
が
組
ま
れ
、
自
動
車

に
乗
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
写
真
を
撮
影
す
る

こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
児

童
向
け
の
双
六
に
は
、
人
力
車
か
ら
始
ま
り
飛

行
船
で
終
わ
る
乗
り
も
の
の
進
歩
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

ア
ロ
ー
号
誕
生

　

矢
野
倖
一
は
、
明
治
25
年
（1892

）、
福
岡

県
遠
賀
郡
芦
屋
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
身
近
な
機
械
に
関
心
を
抱
く
少
年
で
し

た
。
明
治
36
年
（1903

）
に
ラ
イ
ト
兄
弟
が

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
プ
ロ
ペ
ラ
機

で
の
世
界
初
飛
行
を
実
現
し
て
以
降
、
世
界
で

は
飛
行
機
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。
明
治
時

代
後
半
の
日
本
で
は
、
福
岡
県
築
上
郡
岩
戸
村

出
身
の
矢や

頭ず

良り
ょ
う

一い
ち

が
鳥
の
羽
ば
た
き
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
飛
行
機
の
製
作
を
目
指
し
、
資
金

獲
得
の
た
め
機
械
式
計
算
機
で
あ
る
「
自
働
算そ

ろ

盤ば
ん

」
を
発
明
、
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
矢
野
少

年
も
当
初
は
飛
行
機
の
製
作
を
志
し
、
県
立
福

岡
工
業
学
校
〔
現 

福
岡
工
業
高
校
〕
に
入
学

し
ま
す
。
在
学
中
、
福
岡
日
日
新
聞
社
が
主
催

す
る
飛
行
機
大
会
に
飛
行
機
模
型
を
出
品
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
野
の
将
来
性
を
見
抜
き
、
自
動
車
製
作
を

す
す
め
た
の
は
、
実
業
家
の
村む

ら

上か
み

義よ
し

太た

郎ろ
う

で

し
た
。
村
上
は
人
力
車
を
用
い
た
運
送
業
で

財
を
な
し
、
明
治
16
年
（1883
）
に
下し

も

対つ

馬ま

小し
ょ
う

路じ

海
岸
に
博
多
灯
台

を
建
設
、
明
治
時
代
の

中
頃
に
は
今
津
湾
に
近

代
的
港
湾
設
備
を
つ
く

る
こ
と
を
主
張
す
る
な

ど
、
運
送
・
海
運
方
面

に
ユ
ニ
ー
ク
な
視
野
を

持
っ
た
人
物
で
し
た
。

矢
野
は
村
上
の
す
す
め

で
、
フ
ラ
ン
ス
製
一
人

乗
り
自
動
車
の
二
人
乗

り
へ
の
改
造
に
着
手
し

ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
矢
野
の
自
動
車
製
作
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　

矢
野
は
、
大
正
2
年
（1913

）
の
8
月
か

ら
国
産
自
動
車
の
設
計
を
開
始
、
車
の
名
前
は

自
身
の
名
字
か
ら
「
ア
ロ
ー
号
」
と
し
ま
し
た
。

　

矢
野
は
、
村
上
の
仲
介
で
鉄
工
所
を
作
業
場

と
し
て
借
り
、
時
に
は
福
岡
工
業
学
校
や
九
州

帝
国
大
学
工
科
大
学
〔
現 

九
州
大
学
工
学
部
〕

の
施
設
を
使
用
し
ま
し
た
。
部
品
は
可
能
な
限

り
自
作
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
タ
イ
ヤ
や
プ
ラ

グ
は
外
国
製
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
大
正
4
年

（1915

）
8
月
、
ア
ロ
ー
号
は
テ
ス
ト
走
行
を

行
い
ま
し
た
が
、
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
第
一

次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
て
い
た
た
め
、

当
時
の
福
岡
市
に
は
ド
イ
ツ
人
捕
虜
収
容
所
が

あ
り
ま
し
た
。矢
野
は
収
容
所
に
い
た
ド
イ
ツ
・

ベ
ン
ツ
社
の
技
師
に
ア
ロ
ー
号
を
見
せ
、
キ
ャ

ブ
レ
ー
タ
ー
（
気
化
器
）
に
原
因
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
上
海
に
渡
り
、
英
国

製
の
キ
ャ
ブ
レ
ー
タ
ー
を
購
入
し
て
ア
ロ
ー
号

に
取
り
付
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
ミ
板
と

和
紙
で
車
体
を
制
作
し
、
ア
ロ
ー
号
は
完
成
し

ま
し
た
。
大
正
5
年
（1916

）
8
月

の
こ
と
で
し
た
。
ア
ロ
ー
号
は
貸
自

動
車
と
し
て
、
し
ば
ら
く
の
間
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ロ
ー
号
完
成
後
、
矢
野
は
福
岡

に
進
出
し
た
梁
瀬
商
会
〔
現 

ヤ
ナ
セ
〕

に
招
か
れ
、
ダ
ン
プ
ボ
デ
ィ
の
製
作

で
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
大
正
11
年

（1922
）
に
は
独
立
し
て
「
矢
野
オ
ー

ト
工
場
」〔
現 
矢
野
特
殊
自
動
車
〕
を

設
立
し
ま
す
。
特
殊
車
両
の
製
作
を

本
業
と
し
て
か
ら
も
、
矢
野
は
小
型

関
連
年
表



自
動
車
製
作
へ
の
情
熱
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し

た
。
大
正
時
代
の
終
わ
り
に
は
、
８
馬
力
V
型

８
気
筒
の
空
冷
エ
ン
ジ
ン
、
12
馬
力
V
型
８
気

筒
の
水
冷
エ
ン
ジ
ン
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

福
岡
の
発
展
と
観
光

　

ア
ロ
ー
号
が
完
成
し
た
大
正
5
年（1916

）、

福
岡
で
は
大
正
天
皇
が
臨
席
す
る
陸
軍
の
特
別

大
演
習
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
に
は
４

個
師
団
（
約
５
万
人
）
が
滞
在
す
る
と
と
も
に
、

演
習
の
観
覧
客
も
多
く
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
正
・
昭
和
時
代
は
、
福
岡
の
都
市
基
盤
が

整
備
さ
れ
た
時
期
で
し
た
。
福
岡
市
の
ガ
ス
の

供
給
は
、
明
治
30
年
（1897

）
に
博
多
瓦が

斯す

株
式
会
社
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ス

は
明
治
時
代
、
も
っ
ぱ
ら
ガ
ス
灯
に
用
い
ま
し

た
が
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
ガ
ス
器
具
の

多
様
化
と
と
も
に
需
要
が
高
ま
り
ま
す
。
博
多

瓦
斯
株
式
会
社
は
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
下
関
の

他
各
都
市
の
ガ
ス
会
社
と
合
併
し
、
大
正
2
年

（1913

）
に
西
部
合
同
瓦
斯
会
社
〔
現 

西
部

ガ
ス
〕
と
な
り
ま
す
。
大
正
時
代
に
は
電
力
の

需
要
も
増
え
ま
し
た
。
大
正
9
年
（1920

）、

糟
屋
郡
多
々
良
村
の
名

島
〔
現 

東
区
名
島
〕
に

大
型
の
火
力
発
電
所

（
名
島
発
電
所
）
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
部
が
多
く
、
大

き
な
河
川
の
少
な
い
福

岡
市
周
辺
は
、
水
の
確

保
が
難
し
い
土
地
で

す
。
博
多
部
で
は
、
明

治
中
頃
か
ら
大
正
時
代

ま
で
、
水
売
り
と
呼
ば
れ
る

職
業
が
あ
り
ま
し
た
。
水
売

り
は
東
公
園
に
設
け
ら
れ
た

市
営
の
井
戸
か
ら
水
を
購
入

し
、
各
家
庭
に
届
け
ま
し
た
。

福
岡
市
に
水
道
を
敷
く
こ
と

は
、
明
治
20
年
代
か
ら
計
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
計
画
が

動
き
だ
し
た
の
は
明
治
42
年

（1909

）
か
ら
で
、
大
正
12

年
（1923

）
に
室
見
川
上
流

の
曲

ま
が
り

淵ぶ
ち

ダ
ム
と
平
尾
浄
水
場

が
完
成
し
、
市
内
全
域
へ
の

通
水
を
開
始
し
ま
す
。

　

大
正
・
昭
和
時
代
の
自
動

車
の
開
発
・
普
及
は
、
タ
ク

シ
ー
事
業
だ
け
で
な
く
、
バ

ス
（
乗
合
自
動
車
）
事
業
を

生
み
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は

1920

年
代
に
バ
ス
事
業
者

が
増
加
し
、
そ
の
後
整
理
・

統
合
が
す
す
み
ま
し
た
。
こ

れ
に
と
も
な
い
、
鉄
道
や
路

面
電
車
が
通
ら
な
い
郊

外
ま
で
観
光
地
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

福
岡
市
観
光
協
会
が

昭
和
10
年
代
前
半
に
作

成
し
た
「
油

あ
ぶ
ら

山や
ま

遊
覧
図
」

は
、
福
岡
市
の
市
街
地

の
南
西
に
位
置
す
る
油

山
の
観
光
名
所
を
紹
介
し
た
鳥
瞰
図
で

す
。
当
時
、
油
山
の
登
山
口
に
至
る
交

通
機
関
は
バ
ス
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
油
山
観
光
は
、

バ
ス
路
線
に
よ
っ
て
開
拓
さ

れ
た
市
郊
外
の
観
光
地
だ
っ

た
の
で
す
。

　

大
正
・
昭
和
の
日
本
で

は
、
長
距
離
移
動
が
簡
単
に

な
る
と
と
も
に
、
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
名
所
・
都
市
観
光
が

流
行
し
ま
し
た
。
昭
和
時
代

に
入
っ
た
福
岡
で
は
、
昭
和

5
年
（1930

）
に
名
島
水

上
飛
行
場
が
、
昭
和
11
年

（1936

）
に
福
岡
第
一
飛
行

場
（
雁
ノ
巣
飛
行
場
）
が
相

次
い
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
博
多
港
修
築
計
画
も
第

一
次
工
事
が
完
了
し
て
お

り
、
空
路
・
海
路
の
長
距
離

移
動
手
段
が
充
実
し
ま
し

た
。
福
岡
で
も
、
折
り
た
た

ん
で
持
ち
運
べ
る
観
光
地
図

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
福
岡
市
内
外
の
観
光
名

所
を
網
羅
し
、
船
舶
や
電
車
、

自
動
車
が
行
き
交
い
、
人
び

と
が
往
来
す
る
様
子
を
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
で
と
ら

え
て
い
ま
す
。

（
野
島　

義
敬
）

〔
写
真
〕（
右
頁
）
写
真
「
矢
野
倖

一
が
改
造
し
た
仏
製
自
動
車
」、（
左
頁
）
上
段
「
油
山

遊
覧
図
」、
下
段
「
観
光
の
福
岡
市
」

　

10
月　

博
多
電
気
軌
道
開
業

大
正
２
年
（1913

）

　

３
月　

中
島
自
動
車
商
会
（
市
内
初
の
タ
ク
シ
ー
）

　
　
　
　

開
業

大
正
３
年
（1914

）

　

４
月　

路
面
電
車
循
環
線
（
博
多
駅
前
―
天
神
町
―

　
　
　
　

大
学
通
―
博
多
駅
前
）
全
面
開
通

大
正
５
年
（1916

）
年

　

８
月　

ア
ロ
ー
号
完
成

　

11
月　

陸
軍
特
別
大
演
習

大
正
９
年
（1920

）
年

　

４
月　

名
島
発
電
所
発
電
開
始

大
正
12
年
（1923

）

　

３
月　

曲
淵
ダ
ム
・
平
尾
浄
水
場
完
成

大
正
13
年
（1924

）

　

４
月　

九
州
鉄
道　

九
鉄
福
岡
―
久
留
米
間
開
業

　

５
月　

博
多
湾
鉄
道
汽
船
、
新
博
多
―
和
白
間
開
通

　
　
　
　
（
現 

西
日
本
鉄
道
貝
塚
線
）

大
正
15
年
〔
昭
和
元
〕（1925

）

　

10
月　

北
九
州
鉄
道
、
東
唐
津
―
博
多
間
開
通

　
　
　
　
（
の
ち
国
有
化
、
現
在
のJR

九
州
筑
肥
線
）

昭
和
５
年
（1930

）

　

３
月　

名
島
水
上
飛
行
場
完
成

昭
和
11
年
（1936

）

　

３
月　

博
多
築
港
記
念
大
博
覧
会
開
催
（
～
５
月
）

　

６
月　

雁
ノ
巣
飛
行
場
（
福
岡
第
一
飛
行
場
）
開
場

昭
和
14
年
（1939

）

　

７
月　

九
州
鉄
道
、
福
岡
―
大
牟
田
間
が
全
線
開
通

　
　
　
　
（
現 

西
日
本
鉄
道
大
牟
田
線
）

●
年
表
は
「
福
岡
市
関
係
年
表
」（『
福
岡
市
制
施
行
１
２
０　

　

周
年
記
念　

福
岡
近
代
絵
巻
』《
福
岡
近
代
絵
巻
展
実
行

　

委
員
会
、平
成
21
年
》
収
録
）
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。



【
主
な
展
示
資
料
】

一
　
乗
り
も
の
と
く
ら
し

・
駕
籠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代
・
使
用

・
人
力
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
時
代
・
使
用

・
写
真
「
客
待
ち
の
人
力
車
」　　
　
　
　

  　

大
正
時
代
・
撮
影　
　
　
　
　

撮
影
者
不
明

・
博
多
明
治
風
俗
図　

辻
待
ち
ぐ
る
ま　
　
　

昭
和
三
〇
年
代
製
作　
　
　
　

祝
部
至
善

・
福
岡
唐
津
間
馬
車
発
着
時
間
并
賃
金
表　
　

明
治
二
三
年
一
一
月
一
日　
　

筑
西
馬
車
会
社

・
九
州
鉄
道
線
略
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
一
九
年
一
〇
月　
　
　
　

林
田
尭
春

・
九
州
鉄
道
汽
車
乗
客
貨
物
便
覧　
　
　
　
　

明
治
二
三
年
一
二
月
二
二
日　

匹
田
幸
賀
・
編

・
ポ
ス
タ
ー
「
福
博
電
気
軌
道
株
式
会
社
」　  

明
治
四
三
年　
　
　
　
　
　
　

東
京
印
刷
株
式
会
社
・
印
刷

・
写
真
「
大
正
時
代
の
必
需
品
・
自
転
車
」　  
大
正
時
代
・
撮
影　
　
　
　
　

撮
影
者
不
明

・
引
札
（
自
転
車
に
乗
る
女
学
生
）　　
　
　

  
明
治
三
六
年
八
月　
　
　
　
　

牛
島
猪
兵
衛
糸
店

・
自
転
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
時
代　
　
　
　
　
　
　
　

秀
巧
舎

・
ポ
ス
タ
ー
「
サ
ン
号
自
転
車
」　　
　
　
　

  

昭
和
時
代
前
期　
　
　
　
　
　

サ
ン
号
自
転
車
工
場

・
東
京
大
正
博
覧
会
記
念
写
真　
　
　
　
　
　

大
正
三
年　
　
　
　
　
　
　
　

徳
山
貫
一
・
発
行

・
東
京
大
正
博
覧
会
之
真
図　
　
　
　
　
　
　

大
正
三
年　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
弥
五
郎
・
画
作
印
行

・
写
真
「
博
多
で
市
販
さ
れ
た
最
初
の
小
型
自
動
車
」　

大
正
時
代
・
撮
影 　

 

撮
影
者
不
明

・
福
岡
博
多
遊
覧
自
動
車
案
内
記　
　
　
　
　

 

昭
和
時
代　
　
　
　
　
　

   　

福
岡
市
・
発
行

・
写
真
「
自
動
車
に
乗
っ
た
３
人
娘
」　　
　

   

大
正
時
代
・
撮
影　
　
　
　

   
撮
影
者
不
明

・
ノ
リ
モ
ノ
ス
ゴ
ロ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
正
一1

年
一
月
一
日　
　

   
東
京
社
・
発
行

・
ダ
ッ
ト
自
動
車
製
造
株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ　

  

昭
和
時
代
前
期　
　
　
　
　

  

豊
国
自
動
車
株
式
会
社

二
　
ア
ロ
ー
号
誕
生

・
ア
ロ
ー
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
正
五
年　
　
　
　
　
　
　

  

矢
野
倖
一
・
製
作

・
機
械
遺
産
登
録
証　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
成
二
一
年　
　
　
　
　
　

  

日
本
機
械
学
会

・
表
彰
状
（
矢
野
倖
一
殿
）　　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
一
年
一
二
月
五
日      

日
本
自
動
車
殿
堂

・
空
中
飛
行
機
研
究
家
八
頭
良
一
氏　
　
　
　

  

明
治
四
〇
年　
　
　
　
　
　

  

多
加
羅
生
・
筆

・
賞
状
（
飛
行
機
模
型　

甲
賞
）　　
　
　
　
　

明
治
四
五
年
四
月
三
〇
日　

  

福
岡
日
日
新
聞
社

・
博
多
灯
台
反
射
鏡
（
復
元
）　　
　
　
　
　
　

明
治
時
代　
　
　
　
　
　
　

  

櫛
田
神
社
／
原
蔵

・
写
真
「
フ
ラ
ン
ス
製
自
動
車
の
改
造
」　　
　

明
治
四
五
年
・
撮
影　
　
　

  

撮
影
者
不
明

・
絵
葉
書
「
福
岡
工
業
学
校
校
舎
」　　
　
　
　

明
治
四
三
年　
　
　
　

  　
　

福
岡
県
協
賛
会
・
発
行

・
絵
葉
書
「
九
州
帝
国
大
学
工
科
大
学
本
館
」    

大
正
時
代
～
昭
和
時
代 　
　

 

発
行
者
不
明

・
V
８
エ
ン
ジ
ン
（
４
０
５
cc
）　　
　
　
　
　

大
正
一
三
年
・
製
造　
　
　

  

矢
野
倖
一
・
製
作

・
V
８
エ
ン
ジ
ン
（
６
２
０
cc
）　　
　
　
　
　

大
正
一
四
年
・
製
造　
　
　

  

矢
野
倖
一
・
製
作

・
図
面
（
小
型
自
動
車
機
関
部
分
品
）　　
　
　

大
正
一
三
年
八
月　
　
　
　

  

矢
野
オ
ー
ト
工
場

・
図
面
（
小
型
自
動
車
八
汽
筒
シ
リ
ン
ダ
ー
）　

大
正
一
三
年
八
月　
　
　
　

  

矢
野
オ
ー
ト
工
場

・
ア
ロ
ー
号
切
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
九
七
五
年　
　
　
　
　
　

   

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
発
行

・
写
真
パ
ネ
ル
（
矢
野
倖
一
所
蔵
写
真
）　　
　

 

大
正
時
代
～
昭
和
時
代

・
創
立
40
周
年
記
念　

ヤ
ノ
・
ス
ト
ー
リ
ー　

   

平
成
六
年
五
月
一
二
日　
　

  

矢
野
特
殊
自
動
車

・
創
立
60
周
年
記
念　

ヤ
ノ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト　

   

平
成
二
七
年
三
月　
　
　
　

  

矢
野
特
殊
自
動
車

三　

福
岡
の
発
展
と
観
光

・
絵
葉
書
「
大
正
五
年
陸
軍
特
別
大
演
習
記
念
」  

大
正
五
年　
　
　
　
　
　
　

 

発
行
者
不
明

・
写
真
「
九
州
劇
場
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
正
時
代
・
撮
影　
　
　
　

  

撮
影
者
不
明

・
写
真
「
東
中
洲
世
界
館
」　　
　
　
　
　
　
　

 

大
正
二
年
六
月
・
撮
影　
　

  

撮
影
者
不
明

・
博
多
明
治
風
俗
図　

水
売
り　
　
　
　
　
　

   

昭
和
三
〇
年
代　
　
　
　
　

  

祝
部
至
善

・
写
真
「
水
道
開
通
前
の
博
多
の
水
売
車
」　　

 

大
正
時
代
・
撮
影　
　
　
　

  

撮
影
者
不
明

・
絵
葉
書
「
福
岡
市
上
水
道
」
曲
淵
水
源
地
全
景　

昭
和
時
代　
　
　
　
　
　

 

発
行
者
不
明

・
絵
葉
書
「
福
岡
市
上
水
道
」
平
尾
山
浄
水
構
場
全
景　

昭
和
時
代　
　
　
　

 

発
行
者
不
明

・
絵
葉
書
「
福
岡
市
水
道
工
事
風
景
」　　
　
　

  

昭
和
時
代　
　
　
　
　
　
　

  

発
行
者
不
明

・
福
岡
市
上
水
之
栞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

大
正
一
二
年
八
月
二
五
日　

  

福
岡
市

・
写
真
「
西
部
合
同
瓦
斯
株
式
会
社
博
多
営
業
所
」　

大
正
二
年
・
撮
影　
　
　

撮
影
者
不
明

・
絵
葉
書
「
九
州
電
灯
鉄
道
株
式
会
社
」
名
島
発
電
所
全
景　

昭
和
時
代　
　

  

発
行
者
不
明

・
油
山
遊
覧
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
時
代　
　
　
　
　
　
　

  

福
岡
市
観
光
協
会

・
ポ
ス
タ
ー
「
日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社
」　　

  

昭
和
一
〇
年
代　
　
　
　
　

  

日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社

・
写
真
「
東
中
洲
を
走
る
大
型
バ
ス
」　　
　
　

  

昭
和
一
〇
年
代
・
撮
影　
　

  

撮
影
者
不
明

・
博
多
湾
沿
岸
鉄
道
沿
線
鳥
瞰
図　
　
　
　
　
　

昭
和
時
代
初
期　
　
　
　
　

  

吉
田
初
三
郎
・
画

・
博
多
湾
鉄
道
沿
線
名
勝
案
内　
　
　
　
　
　
　

大
正
九
年
六
月
五
日　
　
　

  

博
多
湾
鉄
道
汽
船

・
福
岡
市
と
其
の
近
郊
遊
覧
地
案
内　
　
　
　
　

昭
和
七
年
頃　
　
　
　
　
　

  

福
岡
市
観
光
協
会

・
観
光
の
福
岡
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
一
〇
年
頃　
　
　
　
　

  

前
田
虹
映
・
画

・
紀
元
２
６
０
０
年
九
州
観
光
図
絵　
　
　
　
　

昭
和
一
五
年　
　
　
　
　
　

  

日
本
観
光
連
盟
九
州
支
部


